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今年も墨堤では、⾒事な桜が⾏き交う⼈々に春を告げ、隅⽥川には屋形船が忙しなく 

⾏き来している。道端には屋台が軒を連ね、その⾹ばしい匂いが⽴ち込めている。 

その時だった。 

私の視界が⼤きく揺れ、何が起きているのかわからないうちに暗闇へと落ちてゆく。 

しばらくすると、ゆっくりと光が戻り始めた。 

しかし、⽬の前に広がっていたのは先ほどまで私がいた場所とはどこか違う景⾊だった。 

麗らかな春の陽気の中、ボートを漕ぐ⼈や、それを眺めつつ、くつろぐ⼈。そこには、 

現代を⽣きる私たちにはない、どこか穏やかで懐かしい⽇常が広がっていた。 

そんな景⾊に⽬を奪われていると、再びあの現象が起き、視界が暗くなってしまった。 

今度は、誰かが奏でる太⿎の⾳で⽬を覚ました。 

川⾯に映る太陽の光が徐々に薄れ、スカイツリーの明かりがひときわ存在感を増して 

いく。今宵は桜のライトアップも⾏われるらしい。 

気がつくと、私を待つ「あの⼈」の笑顔があった。 


